
ＳＰに役立つ！かもしれない資料①  参考文献がネットの URLだけになっていませんか？ 

探究活動を発展！  ～論文を活用して調べてみよう～ 

日本で論文検索するときによく使われるサイトは、CiNii Research（https://cir.nii.ac.jp/）、Google Scholar

（https://scholar.google.com/）、J-STAGE（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/）です。 

今回は本や雑誌も併せて検索できる CiNii Research（https://cir.nii.ac.jp/）を使った論文検索について紹介

します。 

CiNii Research のトップページは、検索サイトのようにキーワードを入力する画面があります。例えば、「睡

眠 高校生」と入れて検索すると下図のように表示されます。すぐに読みたい場合は「本文リンクあり」にチェ

ックを入れると本文へのリンクがある資料だけが表示されます。 

 

 

日本語以外の言語で書かれた論文を探す場合は、Google Scholar（https://scholar.google.com/）がオス

スメです。多言語で読むのが難しい場合、Google Chrome では画面上で右クリックして「日本語で翻訳」を

クリックするとあっという間に翻訳されて日本語で読むことができます。 

① ＤＯＩをクリックすると出版者が提供する本文のページが表示される 

②機関ディポジトリをクリックすると大学など学術機関の電子アーカイブ・

システムに飛んで論文のダウンロード可能 

②  

①  

論文は読むのが難しそうだと

思うかもしれませんが、短くま

とまっていて、読みやすいもの

もあります。また、最新の研究

結果や情報に触れられる利点

があります。 

「研究データ」「論文」「本」「博士

論文」「プロジェクト」といった項

目や、「期間」を指定することもで

きます。検索結果がたくさん表示

される場合は探したいテーマに応

じて絞り込みましょう。 

★本校図書館を通して大学で所蔵している雑誌論文をコピーサービス等で取り寄

せることも可能です。お気軽に司書までお問い合わせください。 
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